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日時：令和８年２月 16日（月）15：00～15：40 会場：岩手県立宮古北高等学校 大会議室 
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会議名：令和７年度 岩手県立宮古北高等学校 第２回学校運営協議会 

進行：齊藤 孝明（宮古北高等学校／副校長） 記録：似内 若葉、舘洞 茉奈美  
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出席者：【学校運営協議会委員】 

小向広幸氏（三陸鉄道株式会社 運行本部司令部指令長）、田中和七氏（田老地域振興会議 会長）、早川輝氏

（ＮＰＯ法人みやっこベース 理事長）、中澤京子氏（田老福祉センター 係長）、久保田亮二氏（宮古市田老

総合事務所 所長）、腹子あきこ（同窓生代表）、三浦顕悟（宮古北高等学校 校長）、齊藤孝明（宮古北高等学

校 副校長） 
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【次第及び主な発言】  

１開会  

 

２学校長挨拶  

 

３学校概況説明 

 

４協議・情報交換 

① 令和８年度 岩手県立宮古北高等学校経営計画について 

・『通級』とはどのようなものか。 

 → 通級を希望した特別な支援が必要な生徒に対して、就労や社会生活に必要となる基本的なコミュニ

ケーションスキルや生活スキルなどを身に付けるために、その特性に合わせたトレーニングを少人数

（今年度は１名）で行っている。 

・働き方改革として、業務量を減らすことはできるのか。 

 → 減らせると思う。みやっこベースさんにご協力いただく等、外部機関と連携することで削減につな

がっている。ありがたい。他にも、考査期間中の午後の時間帯には研修会等を入れない取組や課外授

業の廃止を行った。 

 ・令和８年度 岩手県立宮古北高等学校経営計画（案）は承認された。これから働き方改革に関わる項目

を入れるよう通知が出る見込みである。令和８年度第１回学校運営協議会には、働き方改革に関わる項

目を追加したものを提示する予定。 

② 令和７年度学校評価について 

 ・生徒の評価が上がっているのが良い傾向だと思う。 

・各年度の生徒数が分からないが、生徒数が少なければ１人の回答が目立ってくるのだろう。 

・生徒が信頼してくれているのだろう。生徒にとって良いことだと思う。これが中学生に伝わると良い。

現時点の出願数が少なく、厳しい状況である。この学校評価の結果や高校のことが中学生やその保護者

に伝わると良い。 

・『14．本校は部活動への参加を奨励し、活発に活動が行われている』の項目の回答が今年度載っていない

のはなぜか。 

 → 本校ではボランティア活動に力を入れているため、質問項目から削除した。しかし、不登校傾向に

あった生徒が部活動に所属し、学校に足が向くようになったというケースもある。 

・『22．自分は学校生活に充実感を感じている』の項目の肯定的な回答が低いのが寂しい。 

・出願数 10名というのは、他校に比べて本校が非常に少ないのか、それとも少子化に伴いどこも減ってい

るからなのか。 

 → 絶対数も減っているが、本校の出願数は少ない。 

 

５質疑応答・学校運営協議会委員助言 

・高校では中学校のときと比べて自分がやるという機会が増える。だからこそ成長できたと感じているの

ではないか。 



・社会に出ると人前で発表しなければならないことがある。文化祭の発表では、個性が出ていて、そうい

う子は社会に出てからも怖じ気づくことなくできるのだと思う。田老は北校生の協力があってイベント

が運営できているので、そういうことも増やしてほしい。 

・北高は不登校経験者が救われる場になっていると思う。また、不登校経験者の割合も増えているのだと

思う。今年度から始めた放課後ラウンジのように、地域社会にできることもある。部活動とも異なるコ

ミュニティを提供したい。手厚い指導がなされていると思うが、卒業後に向けて新しい人と関わる経験

も必要である。そういう手伝いができればと思う。 

・ボランティア活動でお世話になっている。こちらの体制の都合で難しい部分もあるが、地域と北高を繋

げたい。地域で一人暮らしをしている高齢者の方が、以前は北高生が来てくれていたが、今はなかなか

機会がないので寂しいと言っていた。 

・ボランティアの協力ありがとうございます。来年度も同じようなイベントを企画する予定なので協力し

てほしい。昨年度の卒業式で校歌のときに歌っている生徒が少なかった。ぜひ歌ってほしい。 

・自分が高校生のとき、とても楽しかった。少人数でも楽しい思い出を作れると良い。地域で絵を仕事に

している人と美術部の交流など、同じように頑張っている人たちで刺激し合える機会があれば良い。得

意なことで自信を持たせていくことで、自己肯定感の向上に繋がるほか、地域と連携できるかもしれな

い。また、三陸鉄道やバス待ちのための建物があれば良いと思う。地域のお店にある休憩コーナーを知

ってもらえたら、お互いに助かり、地域連携にもなるのではないか。 

・グラウンドを有効活用できないだろうか。 

 

６その他 

  ・令和８年度の第１回学校運営協議会は６月 18日（木）、第２回は２月 15日（月）に予定している。 

 

７閉会  

 


